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船舶事故調査報告書 

 

                               令和４年９月７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和４年５月６日 ０５時１０分ごろ 

発生場所 北海道増
まし

毛
け

町増毛港北東方沖 

増毛港北防波堤灯台から真方位０３７°１,０５０ｍ付近 

 （概位 北緯４３°５２.０′ 東経１４１°３２.７′） 

事故の概要 漁船第５漁
りょう

盛
せい

丸は、北北東進中、また、漁船悟
ご

空
くう

丸は、船首を北

北東方に向けて漂泊中、両船が衝突した。 

第５漁盛丸は、左舷船首部外板に擦過傷を生じ、また、悟空丸は、

船体後部等に破損を生じた。 

事故調査の経過  令和４年５月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 第５漁盛丸、４.９１トン 

ＨＫ３－８２７９０（漁船登録番号）、個人所有 

１１.４５ｍ（Lr）×２.４４ｍ×０.７８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、昭和５３年１１月２０日 

Ｂ 漁船 悟空丸、０.２トン 

ＨＫ３－１０４０５５（漁船登録番号）、個人所有 

５.３５ｍ（Lr）×１.０９ｍ×０.３８ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関（船外機）、漁船法馬力数３０、昭和５９年７月

２０日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ８０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５０年８月１日 

免許証交付日 令和２年１１月１６日 

          （令和７年１２月１２日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ４６歳 

二級小型船舶操縦士 

    免許登録日 平成２７年６月１８日 

免許証交付日 令和元年１１月１８日 

          （令和７年６月１７日まで有効） 

 死傷者等 なし 
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 損傷 Ａ 左舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 船体後部及び船外機に破損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期、海面水温 約６～９℃ 

日出時刻：０４時２０分ごろ 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、北海道苫
とま

前
まえ

町に所在する造船所

に上架する目的で、令和４年５月６日０５時００分ごろ増毛港を出航

した。 

 Ａ船は、船長Ａが、操舵室の中央付近に前方を向いて立った姿勢で

操船を行い、時折、操舵室内の左右の窓から顔を出して周囲の状況を

確認しながら、北北東進した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 船長Ａの操船位置概略図 

 

Ａ船は、船長Ａが、‘右舷前方の漁船’（以下「漁船Ａ」という。）

と‘左舷前方の漁船’（以下「漁船Ｂ」という。）を視認し、二隻の間

を通過しようと思い、０５時０８分ごろ、手動操舵から自動操舵に切

り替えて針路を少し右に転じ、約１２ノットの対地速力で北北東進を

続けた。 

Ａ船は、船長Ａが、視認した漁船Ａ及び漁船Ｂに気をとられた状態

で、同じ針路及び速力で航行を続けていたところ、前路にいたＢ船に

気付かずに、０５時１０分ごろＡ船の左舷船首部とＢ船の船尾部とが

衝突した。 

船長Ａは、衝撃を感じたので、Ａ船を停船し、操舵室の外に出たと

ころ、Ａ船の左舷方に、浸水して半沈没状態となったＢ船とＢ船の付

近で泳いでいる船長Ｂを認め、Ａ船を船長Ｂに近づけて船長Ｂを救助

した。 

Ａ船は、船長Ａが漁業協同組合に本事故発生の連絡を行った後、Ｂ

船をえい
．．

航して増毛港に戻った。 

Ｂ船は、和船型の磯船で、船長Ｂが１人で乗り組み、たこいさり
．．．．．

漁

の目的で、０４時１５分ごろ‘増毛港東方の船揚場’（以下「船揚

場」という。）を出発した後、船揚場の北西方沖の漁場で、漂泊して

操業を開始し、たこ
．．

を３杯程度漁獲した。（図２参照） 

 

船長Ａ 操舵室 
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図２ 船長Ｂの操船位置概略図 

 

船長Ｂは、０５時０８分ごろＡ船を初認したが、ふだんから他船が

操業中のＢ船を避けてくれていたので、Ａ船がＢ船を避けてくれると

思い、操業を続け、船首を北北東方に向けた状態で、前部に座った姿

勢で右舷方に向いて、釣り糸の長さの調整を行っていたところ、船尾

方から接近してくるＡ船に気付いた。 

船長Ｂは、Ａ船の方を向いて両手を振って「おーい」という声を発

したが、船長ＡがＢ船に気付いている様子がないと感じ、Ｂ船の回避

動作が間に合わず、衝突の危険を感じて自ら海に飛び込んだ。 

Ｂ船は、Ａ船と衝突し、浸水して半沈没状態となった。 

船長Ｂは泳いでいるところをＡ船に救助され、Ｂ船はＡ船にえい
．．

航

されて増毛港に着岸した。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ Ａ船、写真２ Ａ船の損傷

状況（未修理）、写真３ 船長Ａの操船模様（再現）、写真４ Ａ船

の操舵室前方の見通し状況、写真５ Ｂ船、写真６ Ｂ船の損傷状

況（修理済み）、写真７ 船長Ｂの操業模様（再現） 参照） 

 その他の事項 船長Ａは、裸眼視力が両眼共に１.５程度であった。 

船長Ａは、本事故当時、救命胴衣を着用していた。 

船長Ａは、本事故当時、レーダーを作動させていたものの磯船を探

知しにくいと感じていたので、目視で見張りを行っていた。 

Ｂ船のたこいさり
．．．．．

漁は、船外機をチルトアップ状態にして漂泊し、

釣り糸にいさり
．．．

と呼ばれる仕掛けを取り付けてＢ船の右舷側の前後部

から海中に流し、潮の流れ等を利用していさり
．．．

を引いてたこ
．．

を捕るも

のであった。 

船長Ｂは、裸眼視力が両眼共に２.０程度であった。 

船長Ｂは、本事故当時、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、増毛港北東方沖を北北東進中、船長Ａが、視認した漁船Ａ

及び漁船Ｂの間を通過しようと思い、二隻に気をとられて航行を続け

たことから、前路のＢ船に気付かずに、Ｂ船と衝突したものと考えら

れる。 

Ｂ船は、増毛港北東方沖で船首を北北東方に向けて漂泊中、船長Ｂ

船外機 

船長Ｂ 
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が、Ａ船を認めていたものの、ふだん他船が操業中のＢ船を避けてく

れており、Ａ船がＢ船を避けてくれると思い込み、操業を続けたこと

から、回避動作が間に合わず、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、増毛港北東方沖において、Ａ船が北北東進中、Ｂ船が船

首を北北東方に向けて漂泊中、船長Ａが、視認した漁船Ａ及び漁船Ｂ

の間を通過しようと思い、二隻に気をとられて航行を続けたため、ま

た、船長Ｂが、Ａ船を認めていたものの、ふだん他船が操業中のＢ船

を避けてくれており、Ａ船がＢ船を避けてくれると思い込み、操業を

続けたため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、特定の方向の他船に気をとられないよう十分に留意し、

常時、周囲の適切な見張りを行うこと。 

・船長は、周囲に他船を認めた場合、他船が自船を避けてくれると

思い込まず、他船の動静監視を継続して行い、他船が自船を避け

る様子がない場合には、有効な音響による信号等を行って自船の

存在を知らせ、余裕のある時機に自船を移動させるなどして衝突

を避けるための措置を採ること。 

 



- 5 - 

付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道 

事故発生場所 

（令和４年５月６日 

 ０５時１０分ごろ発生） 

北海道 
増毛町 

増毛港北防波堤灯台 

増毛港 

事故発生時の状況（イメージ） 

Ａ船 

Ｂ船（漂泊中） 

漁船Ａ 
漁船Ｂ 

Ａ船 

05:08 ごろ 船揚場 

× 
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写真２ Ａ船の損傷状況（未修理） 

写真４ Ａ船の操舵室前方の見通し状況 写真３ 船長Ａの操船模様（再現） 

写真１ Ａ船 
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写真５ Ｂ船 

写真７ 船長Ｂの操業模様（再現） 

船外機（新替えされたもの） 

写真６ Ｂ船の損傷状況（修理済み） 


